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(57)【要約】
【課題】中継機構に、ドライバをインストールしなくて
も、再生機構に対して、カスタマイズの設定ができ、ま
た、再生機構にデータをダウンロードする時、中継機構
のメモリ空間を占用せず、そして、ダウンロードしたデ
ータが盗まれることを防止できるビデオオーディオメデ
ィア装置を提供する。
【解決手段】少なくとも、中継機構と、第１のコネック
ションユニットを介して、中継機構に連結され、少なく
とも、音声データベースや歌詞データベース、静止画像
データベース及び動的画像データベースが備えられるメ
ディア機構と、第２のコネックションユニットを介して
、中継機構に連結され、中継機構に合わせて、直接にメ
ディア機構に貯蓄されている各データベースの情報をア
クセスでき、少なくとも、駆動ユニットと駆動ユニット
に連接される記憶ユニット及びそれぞれ駆動ユニットに
連接される入力／出ユニットが備えられる再生機構と、
が含有される。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
中継機構と、
第１のコネックションユニットを介して、上記の中継機構に連結され、また、少なくとも
、音声データベースと歌詞データベース、静止画像データベース及び動的画像データベー
スが備えられるメディア機構と、
第２のコネックションユニットを介して、上記の中継機構に連結され、中継機構に合わせ
て、直接に、貯蓄メディア機構の各データベースの情報にアクセスし、少なくとも、駆動
ユニットと駆動ユニットに連接される記憶ユニット、駆動ユニットに連接される入力ユニ
ット及び駆動ユニットに連接される出力ユニットが備えられる再生機構と、が含有される
、ことを特徴とするビデオオーディオメディア装置。
【請求項２】
該中継機構は、インターネットアクセス設備であることを特徴とする請求項１に記載のビ
デオオーディオメディア装置。
【請求項３】
該中継機構は、コンピュータであることを特徴とする請求項１に記載のビデオオーディオ
メディア装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、ビデオオーディオメディア装置に関し、特に、ドライバをインストールしなく
ても、カスタマイズの設定ができ、データをダウンロードする時、中継機構のメモリ空間
を占用ぜず、また、ダウンロードしたデータが盗まれることを防止できるものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　　一般の、従来のビデオオーディオメディアのダウンロードは、図１のように、通常、
コンピュータ４を、インターネット５を介して、関係するメディアデータ提供ウェブサイ
ト６に連結し、ユーザーが、該メディアデータ提供ウェブサイト６から、必要とするメデ
ィアデータを、コンピュータ４にダウンロードして貯蓄し、コンピュータ４で、関連する
スフと／ハードウェアインターフェース制御に合わせて、該メディアデータを出力するだ
けでなく、必要とする再生機構７（例えば、ＭＰ３や光学ディスクドライブ、CD-RWドラ
イブ、…等の再生設備である）を、コンピュータ４に連結し、再生機構７で、コンピュー
タ４に貯蓄されているメディアデータにアクセスし、これにより、ユーザーが、再生機構
７で、再生に必要とするビデオオーディオメディアデータを貯蓄できる。
【０００３】
　上記の方式によれば、ユーザーが、再生機構７で、再生に必要とするビデオオーディオ
メディアデータを貯蓄できるが、該メディアデータは、まず、コンピュータ４にダウンロ
ードされ、その後、再生機構７に貯蓄されることが必要であるため、該コンピュータ４内
部に、再生機構７に必要とするドライバがインストールされることが必要であり、そのた
め、それらのメディアデータとドライバにより、コンピュータ４のハードディスクにある
メモリ空間が占用され、また、それらのメディアデータが、コンピュータ４にダウンロー
ドされる時、それらのメディアデータが盗まれることを防止できず、データの保管安全性
が良くない。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
本考案の主な目的は、中継機構に、ドライバをインストールする必要が無く、再生機構に
対して、カスタマイズの設定ができ、また、再生機構が、メディア機構のデータをダウン
ロードする時、中継機構のメモリ空間を占用しなく、更に、ダウンロードされたデータが
盗まれることを防止できるビデオオーディオメディア装置を提供する。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
本考案は、上記の目的を達成するため、少なくとも、中継機構と、第１のコネックション
ユニットを介して、中継機構に連結され、少なくとも、音声データベースと歌詞データベ
ース、静止画像データベース及び動的画像データベースが備えられるメディア機構と、第
２のコネックションユニットを介して、中継機構に連結され、少なくとも、駆動ユニット
と駆動ユニットに連接される記憶ユニット、駆動ユニットに連接される入力ユニット及び
駆動ユニットに連接される出力ユニットが備えられる再生機構と、が含有され、中継機構
を利用して、直接に、メディア機構に貯蓄されている各データベースの情報にアクセスで
きるビデオオーディオメディア装置である。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
図２と図３は、それぞれ、本考案の斜視外観概念図と本考案のブロック流れ概念図である
。図のように、本考案は、ビデオオーディオメディア装置であり、少なくとも、中継機構
１とメディア機構２及び再生機構３から構成され、中継機構１に、ドライバをインストー
ルしなくても、再生機構３に対して、カスタマイズの設定ができ、また、再生機構３に、
メディア機構２のデータをダウンロードする時、中継機構のメモリ空間を占用せず、更に
、ダウンロードしたデータが盗まれることを防止できる。
【０００７】
上記の中継機構１は、インターネットアクセス設備やコンピュータ、携帯電話、ＰＤＡ、
…等のインターネットアクセス可能の機構であり、本考案において、中継機構１は、コン
ピュータを例とする。
【０００８】
該メディア機構２は、第１のコネックションユニット２１を介して、上記の中継機構１に
連結され、該第１のコネックションユニット２１は、導線や有線ネットワーク、無線ネッ
トワーク、赤外線伝送或いはブルートゥース通信プロトコルを介して、中継機構に連結さ
れ、また、該メディア機構２は、ウェブサイトや遠隔サーバー、…等の関連するデータプ
ロバイダであり、該メディア機構２は、少なくとも、音声データベース２２と歌詞データ
ベース２３、静止画像データベース２４及び動的画像データベース２５が備えられる。
【０００９】
該再生機構３は、第２のコネックションユニット３１を介して、上記の中継機構１に連結
され、また、中継機構１を介して、直接に、メディア機構２に貯蓄されている音声データ
ベース２２や歌詞データベース２３、静止画像データベース２４及び動的画像データベー
ス２５の情報をアクセスでき、また、該第２のコネックションユニット３１は、導線や有
線ネットワーク、無線ネットワーク、赤外線伝送或いはブルートゥース通信プロトコルに
より中継機構１に連結され、また、該再生機構３は、少なくとも、駆動ユニット３２と、
駆動ユニット３２に連接される記憶ユニット３３と、駆動ユニット３２に連接される入力
ユニット３４及び駆動ユニット３２に連接される出力ユニット３５が備えられ、該記憶ユ
ニット３３は、外界のメモリカードや内蔵のメモリであり、該入力ユニット３４は、複数
のキーであり、該出力ユニット３５は、少なくとも、スクリーン３５１とスピーカ３５２
が備えられる。上記の構造により、新規のビデオオーディオメディア装置が構成される。
【００１０】
本考案によれば、ユーザーが、第１のコネックションユニット２１で、中継機構１とメデ
ィア機構２とを連結し、その後、第２のコネックションユニット３１で、再生機構３と中
継機構１とを連結し、中継機構１とメディア機構２及び再生機構３の三者が、互いに連接
されると、該中継機構１に、ドライバをインストールしなくても、ユーザーが、中継機構
１や再生機構３を利用して、メディア機構２にアクセスでき、メディア機構２内の音声デ
ータベース２２と歌詞データベース２３、静止画像データベース２４及び動的画像データ
ベース２５から、必要とするメディアデータを選択してダウンロードした後、該メディア
データは、中継機構１により、直接に、再生機構３にロードし、該再生機構３が、駆動ユ
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メディアデータが、ダウンロードされる時、中継機構１のメモリ空間を占用せず、更に、
ダウンロードしたメディアデータが盗まれることを防止でき、また、メディアデータが、
記憶ユニット３３に貯蓄された後、ユーザーが、入力ユニット３４で、それらのメディア
データの編集や命名、移動及び再生ができ、また、再生したいメディアデータを、出力ユ
ニット３５のスクリーン３５１及び（或いは）スピーカ３５２から、出力でき、また、ユ
ーザーが、任意に、該再生機構３のインターフェースを設計でき、再生機構に対して、カ
スタマイズの設定ができ、そのため、本考案は、より実用的になる。
【００１１】
以上のように、本考案に係るビデオオーディオメディア装置は、有効に、従来の諸欠点を
改善でき、中継機構にドライバをインストールすることが必要せず、また、再生機構に対
して、カスタマイズの設定ができ、更に、再生機構に、メディア機構のデータをダウンロ
ードする時、中継機構のメモリ空間を占用せず、そして、ダウンロードしたデータが盗ま
れることが無く、そのため、本考案は、より進歩的かつより実用的で、法に従って実用新
案登録請求を出願する。
【００１２】
以上は、ただ、本考案のより良い実施例であり、本考案は、それによって制限されること
が無く、本考案に係わる考案登録請求の範囲や明細書の内容に基づいて行った等価の変更
や修正は、全てが、本考案の考案登録請求の範囲内に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】従来のダウンロード流れ概念図
【図２】本考案の斜視外観概念図
【図３】本考案のブロック流れ概念図
【符号の説明】
【００１４】
（従来）
４　　　コンピュータ
５　　　インターネット
６　　　メディアデータ提供ウェブサイト
７　　　再生機構
（本考案）
１　　　中継機構
２　　　メディア機構
２１　　第１のコネックションユニット
２２　　音声データベース
２３　　歌詞データベース
２４　　静止画像データベース
２５　　動的画像データベース
３　　　再生機構
３１　　第２のコネックションユニット
３２　　駆動ユニット
３３　　記憶ユニット
３４　　入力ユニット
３５　　出力ユニット
３５１　スクリーン
３５２　スピーカ
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【図１】

【図２】
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